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※入管法改悪案の審議がいよいよ大詰めです。

先週のメルマガでは、川崎での入管法改悪反対の運動の広がりを報告しました。

SNS を駆使して、個人が声を上げ、多くの賛同者が行動に参加するという形で、今

週も各地でで続けられています。

その発信者の一人である伊礼悠花さんからのメッセージが編集部に寄せられました。

伊礼さんのよびかけにあなたはどうこたえますか。

●人を助けるのに理由なんていらない！！

なぜ私は日本に生まれてきたのか。

国籍、肌の色、話す言語、文化が日本とは異なる外国人をいじめるために私は日本に

生まれてきたのか。

ただ人とは”違う”という理由だけでなぜ難民・移民は日本から追い出されなけれ

ばならないのか。

権力が集中し何でもあり状態になっている入管庁のブラックボックス化、国会内で平

気な顔をしてヘイト発言をする人権意識の低い政治家、参与員による難民認定実務の

杜撰さ。

入管問題を知れば知るほど、芋づる式のように浮かび上がってくる信じがたい事実。

時には目を逸らしたくなるようなこともありました。

ですが、黙認することはこの問題に加害者として加担することと同じです。

当事者には声をあげたくてもあげられない人がいます。

知ることが怖くても、目を逸らしたくても、困っている誰かの力になるために、まだ

声をあげられる立場にいる私が向き合わなくてどうするんだ！

人を助けるのに理由なんていらない！！
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これが私を突き動かす全ての原動力となっています。

この怒りの炎を絶やさず、多くの人に伝播した結果、川崎デモに 400人も集まったの

だと思います。

これは私ひとりが起こしたデモではなく、当日来られなかった人も含めた市民みん

なによるムーブメントです。

今でもヘイトスピーチが繰り広げられる川崎。

市民の力により、差別のない人権尊重のまちづくり条例を作り上げた川崎。

そして私が生まれ育った川崎から声をあげた意義は大いにありました。

入管法改正案を阻止するために、ここで満足せず、私は闘い続けます。

どうか私の炎があなたにも伝播しますように。

一緒に私たちの民主主義を取り戻しましょう。

伊礼悠花（大学生）

■西加瀬の巨大物流倉庫計画がついに工事開始か？

＜西加瀬プロジェクトの環境アセスメントがほぼ終了＞

西加瀬プロジェクトの環境アセスメントは、事業者の「条例評価書」を川崎市が 5

月 30日に「公告・縦覧」したことで、工事が実施可能となりました。

2019 年 11 月の「方法書」公告から始まった 3 年以上で、川崎市の環境アセスメント

が、環境を保全するという本来の理念を喪失していることが、明らかになりました。

・多くの住民から「中止」を求める多数の意見書が出されたが、ダイワハウスも川崎

市も、 それに誠実に答えてこなかった。

・昨年 10 月の「公聴会」では、公述人全員が計画の中止・見直しを求めたが、すべ

て反映されなかった。

・住民は、巨大物流倉庫ができることで、地域環境が悪化し、安全・安心な日常生活

が脅かされる。

しかし、「市民の安全で健康かつ快適な環境の保全及び創造を図る」との環境アセ

ス条例第６条は全く機能しなかった。

＜次の解体工事と開発申請の段階でも粘りづよく反対運動を続けましょう＞

しかし、これで終わりではありません。

住宅地の真ん中に、24 時間フルタイムで稼働し、運搬車両 1350 台が入庫・出庫する
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無謀な計画をストップする運動が、次の段階に入ったのです。

6月 3日に、「巨大物流倉庫を考える住民の会」が、新局面での相談会を開催。

この夜の集まりには、初参加の方もあり、活発な意見交換となりました。

そして、今後の方向については、以下の 2つを確認しました。

1 つ目、工事着手可能とした事業者作成の「評価書」が、住民に分かりにくく、理

解で きない内容であり、ダイワハウスと川崎市に、ていねいな住民への説明の場を

求めていくことです。

この内容は、すでに川崎市に申し入れおこない、回答待ちです。

2つ目は 解体工事と土壌汚染対策工事への取り組みです。

5 月 19 日、20 日に開かれた「工事説明会」では、この土地が深刻なアスペスト汚染

と土壌・地下水汚染があることが明らかになり、また、撤去する基礎杭は 2000 本も

あり、大変困難な工事が予定されます。

説明会では質問したい方がまだいるのに、時間切れで打ち切りました。

あまりに強引であり、再度の説明会の開催を求めていくことにしました。

＜反対運動は着実に広がる＞

住民の会では、「建設中止」ののぼり旗を地域の方にお願いして、現在まで 10本に

なりました。

毎週日曜日、４時から１時間、元住吉駅前での宣伝行動も続けていきます。

他地域の方もぜひ応援をお願いします。

また、この日の集まりでは、参加者から、飯田橋のダイワハウス本社前でのアピール

行動をしようとの声もあがりました。

▲ お知らせコーナー

☆本当のことしか言わないツアー 2023

―金平茂紀縦横無尽に語る―

6/8(木)18：30

川崎市産業振興会館ホール

資料代 500円

呼びかけ・主催：なんてん～神奈川 10区の会～

申込み

nanten2017@gmail.com

090-1708-6635(五十嵐)

https://onl.bz/EeZ6iht

☆給食費の無料化をめざす-学習と交流のつどい-

6/10(土)10時～ 12時
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かわさきゆめホール（オンラインあり）

主催：ゆきとどいた教育をすすめる川崎市民の会

問合せ・Zoom申込み：hiroichiko@gmail.com(市古博一)

☆「エンデが『モモ』に込めたこと。現代の子どもたちへのメッセージとは」

講師：堀内美江(黒姫童話館エンデ資料監修者)

6/11(日）10時～ 12時

かわさきゆめホール（Zoom講演)

参加費無料・要予約

主催：かわさき演劇まつり実行委員会/公財川崎市文化財団

お申込み：matsuri_engeki@yahoo.co.jp

☆ぜんそく患者助成制度廃止反対「6.16共同行動」

6/16（金）12時～ 13時

場所 川崎市役所前

よびかけ 川崎公害患者と家族の会、他 3団体

☆ゆめホールシネマ倶楽部

「原発を止めた裁判長―そして原発をとめる農家たち―」

6/25(日)① 9時 ② 12時 ③ 15時 ④ 18時

①②アフタートーク：小山田大和さん

③④アフタートーク：小原浩靖監督

一般：1000円 障がい者：500円

学生以下：200円 当日：各 500円増

＜要予約＞

予約・お問合せ 044-433-3003ゆめホール

cinema@kawasakiyume.com

https://onl.bz/12j5Ht3

★ 編集後記

6月 4日に川崎市平和館で開催された「平和をきずく市民のつどい」は、4年ぶりに

フル開催となりました。

2019年のつどいに参加した小学校 1年生はもう 5年生。

舞台に立つ学童保育の子どもたちの姿を見て涙が溢れてくるのを抑えられない。

この子たち、コロナ禍で卒業していった子どもたちのこの 3 年間はどれほど辛い日々

だったか。

マスクを強制され、はしゃぐことも大声を出すことも、鬼ごっこも押しくらまんじゅ

うも禁止。
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遊びを奪われた子どもたちが、それでもきっと学童クラブの子どもたちはけん玉を

やり、歌をうたい、絆を深めてきたに違いない。

今、「戦争前夜」という言葉が現実味を帯びてきました。

この子どもたちが銃を持つ日が決して訪れないよう闘いを強めていかなければ。（Y)


